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「風力発電を問う」―シリーズ 4

一
、
唐
津
風
車
、
中
止
の

朗
報9

月
27
日
、
飛
び
込
ん
で
来
た
最
新

ニ
ュ
ー
ス
。
そ
れ
は
、
佐
賀
県
唐
津
市

七
山
地
区
に
於
け
る
風
車
建
設
に
対
し
、

遂
に
事
業
者
・
大
和
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、

計
画
断
念
の
発
表
。

国
の
指
定
で
あ
る
「
水
源
か
ん
養
保

安
林
」
と
「
土
砂
流
出
防
備
保
安
林
」

が
重
な
り
、
立
木
を
伐
採
し
て
開
発
す

る
に
は
保
安
林
の
解
除
が
必
要
で
あ
っ

た
。
県
は
経
済
産
業
相
に
提
出
し
た
意

見
書
で
「
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
が
続

く
中
で
保
安
林
の
役
割
は
増
し
て
い
る
」

と
解
除
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。

同
社
は
、
解
除
の
見
通
し
が
立
た
な
い

と
し
て
事
業
を
中
止
し
た
の
だ
。

保
安
林
（
国
有
林
）
の
災
害
懸
念
が
極

め
て
強
か
っ
た
こ
と
は
、
仁
木
も
例
外
で

は
な
い
。
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
お
い
て

も
、
銀
山
の
尾
根
伝
い
に
、「
土
石
流
危
険

渓
流
」
の
マ
ー
キ
ン
グ
が
数
カ
所
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
全
国
の
風
車
反
対

運
動
に
、
追
い
風
が
吹
い
た
の
だ
。

二
、
連
続
す
る
土
砂
災
害

記
憶
に
も
新
し
い
先
月
の
大
雨
に
よ

―
反
対
署
名
活
動　

　
　
　
　

始
ま
り
ま
し
た
！
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る
静
岡
の
山
崩
れ
。
送
電
鉄
塔
2
基
が
、

土
砂
も
ろ
と
も
崩
れ
行
く
動
画
は
、
他

人
事
で
は
な
い
。

昨
年
の
同
じ
静
岡
県
熱
海
市
伊
豆
山

の
盛も

り
ど土
に
よ
る
土
石
流
崩
落
は
、
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
が
、
全
国
各
地

に
連
続
し
て
多
発
す
る
土
砂
災
害
は
、

一
言
で
い
え
ば
、「
天
災
に
非
ず
。
人
災

な
り
」
と
い
う
警
告
だ
。

つ
ま
り
、
自
然
喪
失
を
露
と
も
心
に

か
け
ぬ
乱
開

発
が
、
遂
に

は
自
然
の
牙

に
襲
わ
れ
た

報
い
と
い
う

現
実
で
あ

る
。

三
、
銀
山
も
例
外
で
は
な

い今
回
の
「
古
平
・
仁
木
・
余
市
ウ
イ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
」
計
画
の
中
、
特

に
銀
山
地
区
の
危
険
性
が
、
素
人
目
に

も
明
ら
か
で
あ
る
。

国
道
5
号
線
2
㎞
の
間
、
稲
穂
峰
を

平
行
に
し
て
最
大
64
基
の
内
、
少
な
く

て
も
4
基
建
つ
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
想
起
し
う
る
問
題
点
を
列
挙

し
よ
う
。

① 

土
砂
災
害

② 

水
源
枯
渇

③ 

獣
害
多
発

そ
の
他
、景
観
破
壊
、人
体
影
響
等
は
、

ま
た
別
に
論
じ
た
い
。

四
、
環
境
ア
セ
ス

事
業
者
・
関
西
電
力
側
か
ら
提
示
さ

れ
た
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
銀
山
地
区

に
お
け
る
土
砂
災
害
の
懸
念
は
、
既
に

マ
ー
カ
ー
の
あ
る
部
分
だ
け
で
も
数
カ

所
、
明
ら
か
に
施
設
・
民
家
・
田
畑
を

押
し
流
す
、
将
来
的
に
土
砂
災
害
が
懸

念
さ
れ
る
特
定
危
険
地
帯
だ
。

そ
の
上
の
、
稲
穂
峰
の
稜
線
を
切
り

崩
し
て
い
く
こ
と
は
、
い
わ
ば
近
い
将

2021 年 9 月 7 日付佐賀新聞より

佐賀で風力
発電中止に
「土砂災害続く中、
保安林の役割増す」
2022 年 9月 28日 ( 水 ) 配信
毎日新聞

　福岡県境の佐賀県唐津市七
山地区で計画されている風力
発電所について、峰達郎市長
は 27 日 の 定 例 記 者 会 見 で、
事業者の大和エネルギー（大
阪市）から中止方針の報告を
受けたことを明らかにした。

　建設を予定していた市有地
は、背振山系の国指定「水源
かん養保安林」「土砂流出防
備保安林」と重なり、立木を
伐採して開発するには指定解
除が必要だった。審査する県
は２０２１年９月３０日付で
経済産業相に提出した意見書
で「豪雨による土砂災害が続
く中で保安林の役割は増して
いる」と解除に慎重な姿勢を
示していた。

　市によると、同社の担当者

が５月の連休明けに市役所を訪れ、解除の
見通しが立たないことをふまえて「総合的
に判断した」と事業を中止する方針を報告
した。６月、市の担当者も同席して地区の
住民に説明したという。【峰下喜之】
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来
起
こ
り
う
る
災
害
誘
発
に
踏
み
込
ん

だ
強
行
工
事
で
あ
る
こ
と
を
、
地
元
住

民
は
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
必
ず
免
れ

な
い
人
災
を
、
先
人
が
あ
え
て
犯
し
た

愚
行
と
し
て
子
々
孫
々
に
遺の

こ

る
の
だ
。

こ
れ
で
、
こ
の
荒
地
を
辛
苦
の
汗
と
涙

で
開
拓
し
た
ご
先
祖
に
、
申
し
訳
が
立

つ
だ
ろ
う
か
。

か
つ
て
、
こ
こ
で
も
土
砂
崩
れ
、
地
滑

り
の
天
災
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
故
H
さ

ん
が
幼
少
時
、
山
崩
れ
に
遭
っ
た
の
で
、

家
族
に
は
必
ず
何
処
に
逃
げ
る
か
を
決
め

て
お
く
こ
と
を
、
何
度
も
言
い
含
め
ら
れ

た
と
、
奥
様
が
証
言
す
る
。
事
実
、
昭
和

30
年
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
…
‥
‥

五
、
突
貫
工
事
の

つ
け我

々
が
仁
木
に
移
住
す
る
前
、

こ
の
風
車
事
業
以
前
に
、
既
に
二

大
事
業
が
始
ま
っ
て
い
た
。

新
幹
線
と
高
速
道
路
の
二
つ
の

大
工
事
だ
。

風
車
問
題
と
重
な
る
こ
の
工
事

は
、「
文
明
の
利
便
」
と
「
自
然

の
報
復
」
と
い
う

表
裏
が
常
に
応
報

と
し
て
付
き
纏ま

と

う

の
だ
。

ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
、

橋は
し
げ
た桁
を
建
て
る
。
そ
の

削
土
し
た
土
を
ど
こ
に

持
っ
て
行
く
か
は
、
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
そ

れ
が
決
ま
ら
ぬ
ば
か
り

に
、
止
む
無
く
工
事
が

ス
ト
ッ
プ
す
る
現
状
が

あ
る
。

銀
山
街
道
を
大
江
か

ら
走
る
と
左
手
に
大
き

く
掘く

っ
さ
く削
さ
れ
た
丘
が
見

え
る
。
そ
こ
は
、
掘
り

土
の
捨
て
場
所
、
盛
り

土
の
行
く
先
の
一
つ

だ
と
い
う
。
い
つ

か
、
何
ら
か
の
災
害

が
起
こ
る
こ
と
は
、

火
を
見
る
よ
り
明
ら

か
だ
。
だ
が
、
業
者

も
町
も
責
任
を
取
ら

な
い
。
そ
の
場
凌
ぎ

の
対
案
で
、
全
国
各

地
の
景
観
が
済な

し
崩く

ず

し
に
崩
れ
、
人
災
人

禍
の
止
む
辺あ

た

り
が
な

い
。

六
、
水
源
の
枯
渇

銀
山
の
I
さ
ん
は
、
60
年
も
稲
穂
の

湧
き
だ
す
清
水
の
恩
恵
に
預
か
っ
て
い

た
お
一
人
で
も
あ
る
。

だ
が
、
あ
る
日
を
境
に
忽
然
と
し
て

断
水
し
た
の
だ
。
そ
し
て
、
今
な
お
、

そ
の
湧
き
水
は
再
び
家
人
を
潤
す
こ
と

が
な
い
。
塩
素
臭
の
水
道
水
は
、
到
底

馴な

じ染
め
な
い
。
断
腸
の
想
い
だ
ろ
う
。

そ
の
原
因
は
、
す
ぐ
裏
山
で
、
新
幹

線
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
始
ま
っ
た
時
と

一
致
し
た
の
だ
。

山
を
削
る
こ
と
は
、
水
脈
を
断
つ
こ

仁木町銀山における土石流危険渓流

昭和 37 年の集中豪雨の大水害。田畑が埋まって呆然と立ち惑う仁木町住民。

銀山地区銀山地区

土砂災害の種類（内閣府）より土砂災害の種類（内閣府）より
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と
だ
。

山
の
隠
れ
た
恩
恵
。
そ
れ
は
雨
や
雪

の
水
を
一
挙
に
山
里
に
流
さ
ず
保
留
し
、

徐
々
に
流
水
し
て
四
季
に
亘
り
山
野
を

潤
す
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
役
目
を
担
っ

て
い
る
。

い
わ
ば
、
山
は
天
然
の
ダ
ム
で
も
あ

る
訳
だ
。
森
林
を
伐
り
、
岩
石
を
崩
す

こ
と
は
、村
の
水
難
、衰
退
と
直
結
す
る
。

目
に
見
え
な
い
山
の
自
浄
作
用
を

侮あ
な
ど

っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
し
て
や
、
無

闇
に
手
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
。

申
し
訳
な
い
が
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

と
称
し
て
、
物
事
や
自
然
を
、
科
学
的

統
計
的
数
値
計
算
の
み
で
評
価
し
て
も
、

自
然
の
複
雑
系
の
実
相
を
穿う

が

つ
こ
と
は

出
来
な
い
だ
ろ
う
。

七
、
水
田
の
行
く
末

銀
山
を
二
分
す
る
国
道
5
号
線
。
羊

蹄
に
向
か
う
左
手
に
は
余
市
川
が
走
り

水
田
の
水
源
と
な
っ
て
い
る
。
片
や
右

手
の
稲
穂
峰
側
は
、
も
っ
ぱ
ら
湧
水
に

頼
っ
て
水
を
引
い
て
い
る
。
と
も
に
、

美
し
い
水
田
地
帯
と
し
て
銀
山
の
名
勝

米
を
拠
出
し
て
い
る
。
だ
が
、
も
し
、

こ
の
湧
水
が
絶
え
た
な
ら
、
こ
の
景
観

は
一
変
す
る
だ
ろ
う
。

あ
る
篤
農
家
Y
さ
ん
は
、
湧
き
水
で

田
畑
を
潤
し
、
己
が
イ
ノ
チ
水
に
も
な
っ

て
い
る
。
今
こ
の
風
車
反
対
に
挺て

い
し
ん身
し

て
い
る
の
は
、
こ
の
水
危

機
が
、
彼
を
動
か
し
て
い

る
か
ら
だ
。

こ
れ
は
、
町
に
と
っ
て

も
、こ
の
村
に
と
っ
て
も
、

死
活
問
題
で
あ
る
。
村
の

潤
い
、
こ
の
水
の
大
動
脈

を
断
つ
こ
と
は
、
村
の
死

を
も
意
味
す
る
。
最
早
、

新
規
就
農
も
入
植
せ
ず
、

後
継
者
も
育
た
な
い
。

八
、
そ
ぐ
わ
な
い
大
風
車

稲
穂
の
小
高
い
稜
線
、
せ
い
ぜ
い

2
5
0
ｍ
前
後
の
緩
や
か
な
ス
ロ
ー
プ

を
描
い
て
い
る
。

何
と
そ
こ
に
、
1
8
0
ｍ
も
の
巨
大

風
車
を
建
て
る
と
い
う
の
だ
。
い
わ
ば
、

標
高
1
0
0
m
前
後
の
平
地
か
ら
山
頂

2
6
0
ｍ
へ
と
の
距
離
以
上
の
建
造
物

が
建
つ
。
想
像
す
る
に
バ
ラ
ン
ス
の
悪

い
不
安
定
な
光
景
に
、
た
じ
ろ
ぐ
ば
か

り
だ
。

札
幌
テ
レ
ビ
塔
よ
り
も
、
60
階
建
て

の
ビ
ル
よ
り
も
高
い
と
も
な
れ
ば
異
様

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
ど
う
し
て

工
学
的
・
力
学
的
に
も
、
そ
う
い
う
発

銀山全景写真（長沢側から）
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想
考
案
を
す
る

の
だ
ろ
う
か
。

素
人
の
目
に
も

明
ら
か
だ
ろ

う
。

（
風
車
の
大
き

さ
：
全
高
最
大

1
7
9
・
4
m
、

ロ
ー
タ
ー
直
径
最

大
1
5
8
m

参
考
：
札
幌
ス

テ
ラ
プ
レ
イ
ス

1
7
3
m
、
札
幌

テ
レ
ビ
塔
1
4
7
・
2
m
）

仁
木
在
住
で
Ｉ
Ｔ
専
門
家
の
Ｎ
氏
の

知
友
、
電
気
関
連
の
専
門
家
は
、「
こ
れ

は
地
形
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
異
常
な
大
き

さ
で
あ
る
」
と
言
う
。
当
然
で
あ
る
。

し
か
し
、
な
ら
ば
、
こ
れ
を
矮

わ
い
し
ょ
う小
化

す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。

風
車
の
羽
1
6
0
ｍ
、
高
さ
1
8
0

ｍ
を
支
え
る
40
ｍ
四
方
、
深
さ
50
ｍ
、

ダ
ン
プ
7
5
0
台
分
／
1
基
も
の
土
台

を
掘
る
こ
と
は
、
水
脈
を
切
断
す
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
こ
が
深
く
に
あ
る
と
は

限
ら
な
い
。
浅
く
て
も
深
く
て
も
、
確

実
に
水
脈
を
両
断
す
る
。

九
、
工
事
道
路

そ
の
山
頂
で
の
建
造
の
た
め
、
あ
の

80
m
の
片
翼
ブ
レ
ー
ド
を
運
ぶ
の
に
、

幅
20
m
の
山
林
を
伐
採
し
た
山
道
が
必

要
と
な
る
と
い
う
。
神
社
も
お
寺
も
学

園
も
通
う
に
、
せ
い
ぜ
い
4
ｍ
前
後
の

小
道
が
山
に
連
な
る
。
そ
こ
に
、
そ
の

工
事
の
為
だ
け
に
、
そ
の
5
倍
の
、
し

か
も
稜
線
伝
い
に
延
々
と
、
山
林
が
失

わ
れ
て
い
く
の
だ
。
爾じ

ご後
、
メ
ン
テ
ナ

山西省河津市で建設中の風力発電機に取り付けるタービンブレードを運搬
するトレーラー（https://dailynewsagency.com/）

鈴木保さんの家の前から風車建造予定地を指す。（イメージ図）

銀山駅銀山駅

銀山学園銀山学園

女代神社女代神社

山頂付近山頂付近
風車建設予定地風車建設予定地

AB

C

D
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ン
ス
道
路
だ
け
の
た
め
に
。
何
と
い
う

無
残
で
、無
益
な
。
こ
れ
を
村
民
は
、黙
っ

て
見
て
い
ら
れ
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

一
時
の
目
先
の
工
事
、
い
や
一
企
業

の
利
権
の
た
め
に
、
里
山
が
悲
惨
な
目

に
遭
う
こ
と
を
黙
視
出
来
な
い
の
だ
。

こ
の
不
当
な
利
権
構
造
は
、
後
々
詳
し

く
記
す
。

ハ
ッ
キ
リ
言
お
う
。
我
々
住
民
は
騙

さ
れ
て
い
る
の
だ
。

十
、
あ
る
語
り
部

銀
山
在
住
の
鈴
木
保
さ
ん
は
、
風
車

の
会
合
で
こ
ん
な
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

「
昭
和
52
年
当
時
、
銀
山
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
道
路
際
農
地
の
水
田
化
が
農
林
水
産

省
の
補
助
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
只
、
そ

の
頃
か
ら
減
反
が

始
ま
り
、
そ
の
農

地
に
ワ
イ
ン
ぶ
ど

う
の
作
付
け
を
し

て
い
ま
し
た
。

又
、
泊
原
発
か

ら
札
幌
へ
の
送
電

工
事
が
銀
山
側
の

稜
線
で
進
め
ら
れ
、

余
市
岳
～
積
丹
岳

へ
の
ヒ
グ
マ
路
が
荒
ら
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
ヒ
グ
マ
の
迷
走
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ヒ
グ
マ
の
迷
走
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
道

路
際
農
地
の
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
の
食
害
・

銀
山
裏
手
ま
で
に
及
ぶ
行
動
と
な
り
、

ヒ
グ
マ
の
目
撃
情
報
や
猟
友
会
の
出
動

に
も
繋
が
り
ま
し
た
。
そ
の
事
が
あ
り
、

ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
の
作
付
け
の
中
止
、
送

電
線
工
事
跡
の
自
然
復
旧
に
よ
り
、
ヒ

グ
マ
の
行
動
も
元
に
戻
り
ま
し
た
。

上
記
の
事
に
鑑

か
ん
が
み
れ
ば
、
関
西
電
力

の
巨
大
風
車
建
設
に
よ
る
自
然
環
境
破

壊
で
、
ヒ
グ
マ
を
含
む
動
物
の
生
態
に

も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
き
っ
と
、
ヒ
グ
マ
が
国
道
に

出
て
く
る
で
し
ょ
う
」
と
、予
測
さ
れ
た
。

十
一
、
獣
害
頻
繁

山
際
か
ら
国
道
ま
で
1
㎞
も
な
い
。

そ
の
間
に
、
養
護
施
設
が
5
カ
所
、
小

中
学
校
・
保
育
園
3
校
、
住
宅
1
5
0

軒
。
課
外
活
動
や
運
動
場
、
外
出
徒
歩
、

遊
戯
な
ど
で
、
何
時
ヒ
グ
マ
に
出
会
わ

す
か
分
か
ら
な
い
。

完
全
に
、
退
路
・
出
路

を
絶
た
れ
て
出
口
を
塞
が

れ
た
ヒ
グ
マ
は
、
塒ね

ぐ
ら
を
奪

わ
れ
、
餌
を
絶
た
れ
、
行

き
場
を
失
っ
て
、
町
に
彷

徨
す
る
だ
ろ
う
。
家
庭
ゴ

ミ
を
漁
り
、
田
畑
を
荒
ら

し
、
ハ
ウ
ス
を
破
る
だ
ろ

う
。

子
供
た
ち
を
ど
う
す
る
の
か
、
年
寄

り
を
ど
う
す
る
の
か
。

熊
で
思
い
出
す
の
は
、
札
幌
小
別
沢

の
農
園
の
こ
と
。
そ
こ
は
、
憩
い
の
三

角
山
登
山
口
で
も
あ
り
、
札
幌
市
街
に

残
る
唯
一
の
農
村
地
帯
だ
。
そ
こ
に
近

年
ク
マ
が
跋ば

っ
こ扈
し
て
、
付
近
の
住
宅
に

現
れ
て
、
農
園
入
口
は
ロ
ー
プ
が
張
ら

れ
た
。
戦
々
恐
々
、
恐
怖
の
農
作
業
を

強
い
ら
れ
た
の
だ
。

昨
年
、
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
を
視
た
だ
ろ

う
か
。
市
街
に
ク
マ
が
侵
入
し
て
人
に 中山奈月さん作画「キニたちの未来」から

この幅 5 倍もの山道が尾根伝いに続く
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危
害
を
加
え
た
衝
撃
的
映
像
が
映
さ
れ

た
。
こ
れ
に
は
、
い
さ
さ
か
肝
を
冷
や

さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
他よ

そ
ご
と

所
事
で
は
な
い
。
今
、
目

の
前
に
起
こ
り
う
る
現
実
で
あ
り
、
被

害
で
あ
り
、
恐
怖
な
の
だ
。
ま
し
て
や
、

エ
ゾ
鹿
や
ア
ラ
イ
グ
マ
の
農
産
物
被
害

が
日
常
化
し
て
い

る
上
に
、
さ
ら
に

激
し
さ
を
増
す
の

だ
。
農
民
と
し
て
も
放
置
で
き
な
い
大

問
題
な
の
だ
。

十
二
、
バ
カ
を
見
る
の
は

我
々過

激
な
タ
イ
ト
ル
だ
が
、
こ
れ
で
も

言
い
足
り
な
い
。
簡
単
に
列
挙
す
る
と
、

① 

儲も
う

け
は
彼
ら
、
後
始
末
は
わ
れ

ら
こ
の
風
車
の
電
気
は
1
ワ
ッ
ト
も
道

民
・
町
民
は
使
い
ま
せ
ん
。

使
え
ま
せ
ん
。
全
て
、
道
外
・

首
都
圏
の
た
め
に
送
電
さ
れ

る
の
み
。

そ
の
送
電
の
た
め
に
、
海

底
ケ
ー
ブ
ル
で
東
京
に
運
ぶ
。

何
と
、
2
・
2
兆
円
の
血
税

を
使
っ
て
。

道
知
事
は
、
北
海
道
を
国
の

発
電
基
地
に
し
よ
う
と
、
各

地
の
建
設
に
次
々
と
許
可
を

与
え
て
い
る
。

そ
の
建
設
計
画
は

3
0
0
0
基
。
い
や
そ
れ
だ

け
で
は
、
こ
れ
か
ら
済
ま
な

い
だ
ろ
う
。

知
事
よ
、
あ
な
た
が
、
も
し
道
産
子

だ
っ
た
ら
、
故
郷
を
そ
の
よ
う
に
傷
付

け
ら
れ
て
、
黙
っ
て
い
ら
れ
よ
う
か
。

② 

環
境
を
破
壊
さ
れ
、
利
益
は
向

こ
う
に

35
～
50
年
間
、
外
資
や
企
業
が
「
地

上
権
設
定
契
約
」
で
風
車
の
建
て
放
題
。

地
権
者
は
契
約
解
除
で
き
ず
に
泣
き
寝

入
り
。

山
林
を
荒
ら
さ
れ
た
上
に
、
工
事
費

も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料
も
す
べ
て
道
民
支

払
い
。

も
っ
と
も
ら
し
い
賦
課
金
も
、
ド
ン

ド
ン
上
乗
せ
。
さ
ら
に
撤
去
料
も
維
持

費
も
道
民
、
自
治
体
。

世
界
一
高
い
日
本
の
電
気
料
金
。
そ

の
日
本
で
も
一
番
高
い
電
気
料
金
が
、

我
が
北
海
道
。
そ
の
上
に
、こ
の
風
車
で
、

さ
ら
に
上
乗
せ
。

あ
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
日
も
、
こ

の
風
車
の
電
力
は
使
わ
な
か
っ
た
。

い
ざ
と
い
う
時
に
は
、
役
に
立
た
な
い
。

2021.6.18. 札幌市東区で日中、街路にてヒグ
マ が 人 を 後 方 か ら 襲 っ た。https://news.ntv.
co.jp/

道民の電気料金世界一高く、
一人当たり約 2万円／年

海底ケーブル埋設
作業 https://www.
town.setana.lg.jp/
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風
の
少
な
い
日
は
発
電
し
な
い
為
に
、

火
力
・
水
力
発
電
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
常
に
稼
働
さ
せ
る
。
そ
の
調
整
で
余

計
に
燃
料
が
か
か
っ
て
い
る
の
だ
。
こ

ん
な
非
効
率
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

い
み
じ
く
も
、
と
あ
る
事
業
者
が
本

音
も
漏
ら
し
た
。「
電
力
は
要
ら
な
い
。

建
て
さ
え
す
れ
ば
イ
イ
」

建
て
る
だ
け
で
補
助
金
が
入
る
。
中

に
は
、
国
か
ら
、
請
求
額
の
半
分
も
、

企
業
事
業
主
の
懐
に
。
関
電
が
躍
起
に

な
っ
て
攻
勢
を
か
け
る
の
は
赤
字
企
業

存
続
の
た
め
。
道
民
が
、
北
海
道
が
、

そ
の
資
金
源
に
な
っ
て
い
る
。

今
問
う
。
銀
山
の
何ど

こ處
に
、
何
時
、

巨
大
風
車
の
羽
根
を
回
す
強
風
（
年
平

均
風
速
）
が
吹
い
て
い
る
の
だ
！
？

④ 

事
業
主
よ
、
説
明
会
を
開
く
べ

し
地
元
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
計

画
に
つ
い
て
認
知
し
て
い
な
い
。
町
民

の
反
対
が
無
い
と
、
こ
の
計
画
は
合
法

的
に
進
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
。

そ
の
為
に
、
関
電
は
、
限
ら
れ
た
地

区
の
自
治
会
長
や
名
士
を
招
集
し
て
説

明
会
と
称
し
、
住
民
に
は
オ
フ
レ
コ
で

説
明
し
た
と
の
経
過
報
告
を
残
し
、
賛

否
を
問
わ
ず
、
住
民
説
明

会
を
開
催
し
た
も
の
と
し

て
い
る
。
形
の
上
で
の
説

明
会
を
以
て
、
こ
れ
で
法

の
網
目
を
潜
り
、
合
法
化

し
よ
う
と
す
る
姑こ

そ
く息
な
手

段
を
使
う
。

そ
こ
で
、
金
品
、
財
宝
、

手
土
産
を
も
ら
い
、
賛
成

合
意
の
姿
勢
を
見
せ
な
い

こ
と
を
各
首
長
に
願
い
た

い
。
ま
た
、
町
と
し
て
も
、

こ
れ
を
正
式
説
明
会
開
催

が
合
わ
な
い
代
物
な
の
だ
。

残
っ
た
残
骸
、
誰
が
始
末
す
る
の
か
。

誰
も
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
天
災
が
襲
っ

て
も
、
人
工
物
処
理
に
は
補
助
金
な
し
。

当
地
住
民
が
す
る
し
か
な
い
の
で
す
。

撤
去
費
用
は
、
大
型
で
3
億
、
中
型

で
１
～
３
億
円
。
洋
上
と
も
な
る
と
２

基
で
、
何
と
50
億
円
も
か
か
る
の
だ
。

作
っ
た
以
上
に
か
か
る
愚
行
、
結
局
は

何
の
た
め
に
す
る
の
か
。
誰
の
た
め
に

す
る
の
か
。

町
に
入
る
固
定
資
産
税
一
基
40
万
円

（
17
年
間
の
平
均
値
一
例
）
も
塵ち

り

の
如
く

吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
。

悪夢のブラックアウト。2018 年 9 月 6 日 3 時 7 分。胆振東
部最大深度 7 の地震（www.enecho.meti.go.jp/）

③ 

風
車
は
20
年
、
自
然
再
生
に
数

百
年風

車
は
長
く
て
20
年
、
持
っ
て
17
年
、

1
年
で
倒
壊
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
稼

働
し
な
い
で
夜
逃
げ
の
事
業
主
も
あ
り

ま
す
。

耐
用
年
数
の
間
に
、
事
業
主
が
二
転

三
転
五
転
。
そ
の
後
は
、
一
切
か
か
わ

ら
な
い
で
放
置
で
き
る
。

誰
も
、
責
任
を
取
り
ま
せ
ん
。
実
際
、

蓋ふ
た

を
開
け
る
と
稼
働
率
が
20
％
そ
こ
そ

こ
の
発
電
量
し
か
な
く
、
修
繕
費
と
維

持
費
が
か
さ
み
過
ぎ
て
、
譲
渡
転
売
を

繰
り
返
す
の
だ
。
元
よ
り
赤
字
、
採
算

各地の風車事故。京都の風車落下事故で異常な事態、6 基の
うち 5 基に亀裂　www.itmedia.co.jp/

www.kobe-np.co.jp

串崎風力発電所火災：佐賀県唐津市、大田潤士さん撮影
朝日新聞社提供 -2017 年
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と
認
識
し
な
い
で
頂
き
た
い
。
正
々
堂
々

と
公
式
に
開
催
し
て
頂
き
た
い
。
そ
し

て
、
質
問
に
は
、
何
処
の
会
場
で
も
同

じ
返
事
、
常

じ
ょ
う
と
う套
文も

ん
ご
ん言
「
後
日
、
適て

き
ぎ宜
、

考
慮
致
し
ま
す
」
と
逃
げ
口

こ
う
じ
ょ
う上
な
し
で
、

誠
心
誠
意
の
説
明
を
し
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
事
業
主
が
、
後
日
、
住
民

に
正
式
に
説
明
会
を
開
催
す
る
と
し
た

期
日
は
、「
評
価
書
手
続
き
」
段
階
に
入
っ

て
お
り
、
ど
ん
な
反
対
意
見
が
出
る
も
、

強
行
突
破
で
き
る
法
制
度
。
時
す
で
に

遅
し
。
住
民
無
視
す
る
も
、
上
か
ら
何

の
お
咎と

が

め
な
く
事
を
進
め
ら
れ
る
の
だ
。

十
三
、
こ
の
半
年
の
動
き

を
ま
と
め
た
『
今
日
ま
で

の
足
跡
』

「
仁
木
町
の
風
力
発
電
を
考
え
る
会
」

で
は
、
今
年
１
月
か
ら
の
関
電
の
動
き
、

６
月
に
仁
木
広
報
掲
載
に
て
知
ら
さ
れ

た
風
車
建
設
計
画
か
ら
９
月
ま
で
の
動

き
を
報
せ
て
い
る
。

ま
た
公
報
と
し
て
の
仁
木
町
長
、
北

海
道
知
事
、
環
境
省
、
経
産
省
、
日
本

自
然
保
護
協
会
等
の
意
見
書
、
要
望
書

等
を
時
系
列
に
並
べ
た
。

こ
の
反
対
運
動
は
、
一
地
域
の
独
善

的
単
独
運
動
で
は
な
い
。

常
に
公
共
機
関
と
の
遣
り
取
り
の
中

で
整
然
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

令
和
4
年
（
2
0
2
2 

年
）
9
月
12

日
、 
関
西
電
力
株
式
会
社
宛
て
に
、
北

海
道
鈴
木
知
事
か
ら
も
今
回
の
事
業
に

対
し
て
強
い
反
対
の
意
見
書
が
発
表
さ

れ
て
い
る
（「
今
日
ま
で
の
足
跡
」
13
P
参

照
）

（
仮
称
）
古
平
・
仁
木
・
余
市
ウ
ィ
ン

ド
フ
ァ
ー
ム
事
業 

計
画
段
階
環
境
配
慮

書
に
係
る
知
事
意
見

「 

‥
‥
‥
事
業
実
施
想
定
区
域
及
び
そ

の
周
辺
の
現
況
及
び
各
環
境
要
素
の
重

要
性
に
つ
い
て
、
改
め
て
認
識
し
直
し
、

必
要
に
応
じ
て
事
業
計
画
の
抜
本
的
な

見
直
し
を
行
う
こ
と
。
‥
‥
‥
」

こ
の
見
解
に
対
し
て
９
月
16
日
、「
な

つ
さ
と
」
仲
間
が
、「
日
本
環
境
保
護
協

会
」
の
若
松
伸
彦
氏
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ア

ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
環
境
学
博
士https://

w
w
w
.you

tu
b
e.com

/w
atch

?v=-
2grf0JRH

D
w

参
照
）
氏
へ
電
話
で
問

い
合
わ
せ
し
て
、
ご
回
答
を
戴
い
た
。

「
～
関
西
電
力
「（
仮
称
）
古
平
・
仁
木
・

余
市
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
」
計
画

に
つ
い
て
～　
　

現
在
日
本
全
国
で
、
4
0
0
件
以
上

の
風
力
発
電
計
画
が
あ
り
、
全
て
の
配

慮
書
に
目
を
通
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
北
海
道
の
５
つ
の
計

画
の
う
ち
、
千
歳
・
伊
達
の
次
に
、
仁

木
一
帯
の
風
発
の
件
は
、
環
境
保
護
の

専
門
家
的
に
も
、
か
な
り
ま
ず
い
計
画

と
い
う
認
識
を
し
て
い
る
。

知事意見

www.khb-tv.co.jp
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と
り
わ
け
、
北
海
道
鈴
木
道
知
事
が

書
い
た
「
抜
本
的
な
見
直
し
」
は
、
一

番
強
く
厳
し
い
表
現
を
し
て
お
り
、（
専

門
家
の
見
立
て
で
は
）「
中
止
せ
よ
」
の

次
に
強
く
、
最
大
限
に
厳
し
い
表
現
で

書
か
れ
て
い
る
。　
　

環
境
ア
セ
ス
は
手
続
法
だ
が
、
事
業

の
良
し
悪
し
に
ま
で
若
干
踏
み
込
ん
だ

表
現
に
も
な
っ
て
い
て
、『
止
め
な
さ
い
』

と
暗
に
言
っ
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
北
海
道
知
事
が
意
見
書
で
か
な
り

最
大
限
厳
し
い
調
子
で
書
か
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
、
町
長
や
議
員
は
き
ち

ん
と
共
有
さ
れ
た
方
が
よ
い
。

ポ
イ
ン
ト

は
、
町
長
が

ど
う
考
え
て

い
る
の
か
が

重
要
。

町
長
が
ど

う
い
う
考
え

を
持
っ
て
い

る
の
か
と
い

う
こ
と
を
示
さ
れ
れ
ば
、
ど
っ
ち
の
流

れ
に
な
る
か
は
決
ま
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
地
元
の
住
民
が
反
対

す
れ
ば
ま
ず
計
画
は
止
ま
る
で
し
ょ
う
」

こ
れ
の
助
言
は
、
光
で
あ
る
。
第
一

歩
で
あ
る
。
し
か
し
、

油
断
は
で
き
な
い
。

そ
れ
は
、
北
海
道
に

出
た
関
電
の
風
力
計
画

の
中
で
、「
伊
達
・
千

歳
の
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
計
画
」
は
「
7
月
に

経
産
省
へ
廃
止
等
通

知
書
（https://w

w
w

.
k

ep
co

.co
.jp

/co
r-

p
orate/p

r/2
0

2
2

/
pdf/20220729_1j.
pdf

）」
を
提
出
し
て
い

る
。
し
か
し
、
事
業
者
と
し
て
死
ん
だ

ふ
り
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
実

際
に
風
発
の
会
社
は
そ
の
よ
う
な
形
を

取
っ
た
事
例
が
、
過
去
に
あ
っ
た
の
だ
。 

　

関
電
は
、「
仁
木
…
風
発
計
画
」
が
多

く
の
問
題
点
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
強

く
認
識
し
て
、
再
考
し
て
も
ら
い
た
い
。

十
四
、
稚
内
か
ら
の
報
告

こ
ち
ら
の
活
動
を
知
っ
て
、
居
た
た

ま
れ
な
く
な
っ
て
連
絡
を
く
だ
さ
っ
た

の
が
稚
内
の
平
尾
護
さ
ん
。

そ
の
切
迫
感
の
あ
る
報
告
書
を
読
ん

で
頂
き
た
い
。
写
真
に
映
っ
た
塔
林
に

は
圧
倒
さ
れ
た
。「
北
海
道
風
力

発
電
問
題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
佐
々

木
邦
夫
代
表
も
、
こ
の
稚
内
か
ら

活
動
が
始
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

「
‥
‥
（
前
略
）
…
‥

私
ど
も
が
住
む
宗
谷
地
方
は
稚

内
市
と
隣
の
豊
富
町
か
ら
幌
延

町
ま
で
日
本
一
の
大
型
風
車
を

1
0
0
基
建
設
す
る
と
い
う
計

画
が
持
ち
上
が
り
、
3
年
前
に
こ

の
3
市
町
村
に
合
計
3
0
0
0

人
収
容
の
宿
舎
が
建
ち
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
工
事
が
始
ま
り
現
在

佐藤聖一郎仁木町長（仁木町 HP より）

photo: 平尾  護氏
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は
巨
大
な
風
車
が
ど
ん
ど
ん
建
設
さ
れ

住
み
慣
れ
た
風
景
が
日
に
日
に
変
わ
っ

て
い
く
現
実
に
私
た
ち
は
驚
く
と
共
に

恐
ろ
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

最
近
の
報
道
で
は
1
0
6
基
に
増
え

て
い
ま
す
が
こ
の
計
画
の
他
に
も
幌
延

町
で
は
別
事
業
で
建
設
が
ど
ん
ど
ん
進

ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
事
業
は
も
う
止
め
る

こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は
と
諦
め
て
い

ま
す
が
、
今
後
の
計
画
は
他
に
も
複
数

あ
り
そ
れ
は
何
と
し
て
で
も
阻
止
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

そ
の
一
つ
が
、
こ
の
稚
内
市
か
ら
幌

延
町
ま
で
の
建
設
と
は
別
の
事
業
で
、

稚
内
市
か
ら
猿
払
村
へ
と
大
型
風
車
38

基
を
建
設
す
る
新
た
な
計
画
が
あ
る
こ

と
が
今
年
7
月
に
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
住
民
説
明
会
開
催
の
新
聞
広
告

が
地
元
紙
に
小
さ
く
載
っ
て
い
た
の
を

見
つ
け
た
の
で
驚
い
て
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
参
加
者
は
私
た
ち
5
人
だ
け
で

し
た
。

私
た
ち
が
こ
の
広
告
に
気
付
か
な
け

れ
ば
参
加
者
は
ゼ

ロ
で
あ
り
、
事
業

者
は
そ
れ
を
望
ん

で
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

 

こ
の
建
設
計
画
は
日
本
海
と
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
の
間
を
稚
内
か
ら
猿
払
村
へ
と
、

縦
に
細
長
く
2
4
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

い
う
広
大
な
国
有
地
に
建
設
さ
れ
宗
谷

丘
陵
を
西
と
東
に
完
全
に
分
断
さ
れ
る

事
に
な
り
ま
す
。

 

こ
の
事
に
よ
り
大
き
な
環
境
破
壊
が

起
こ
り
熊
を
は
じ
め
小
動
物
は
生
息
域

を
追
わ
れ
、
鳥
も
バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク

で
死
に
そ
の
被
害
は
計
り
知
れ
な
い
と

危
惧
し
て
い
ま
す
。

特
に
熊
は
生
息
地
を
追
わ
れ
た
結
果

人
里
へ
下
り
て
来
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
と
非
常
に
心
配
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
他
に
も
次
の
建
設
計
画

が
予
定
さ
れ
て
お
り
私
た
ち
は
そ
れ
も

阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

大
き
な
会
社
や
組
織
、
そ
し
て
道
や

国
を
相
手
に
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
行

動
を
起
こ
し
た
ら
良
い
の
か
何
も
分
か

ら
ず
不
安
な
気
持
ち
だ
け
が
増
し
て
い

き
ま
す
。

 

こ
う
い
う
事
に
は
全
く
素
人
の
私
た

ち
で
す
が
一
度
そ
ち
ら
へ
お
伺
い
し
て

講
演
会
や
説
明
会
等
を
見
学
さ
せ
て
頂

き
勉
強
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

そ
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
と
お
力
添
え
を

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

全
く
同
じ
状
況
、
同
じ
悩
み
、
そ
し

て
同
じ
手て

れ
ん練
手て

く
だ管
で
落
と
さ
れ
て
い
る

の
だ
。

全
国
に
広
が
る
風
車
風
発
の
国
土
破

壊
計
画
と
、
悩
み
を
抱
え
た
物
言
え
ぬ

住
民
、
そ
し
て
犠
牲
。

も
う
こ
れ
は
、
他
人
任
せ
に
は
出
来

な
い
。
自
分
自
ら
動
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

あ
な
た
に
も
、
私
に
も
、
孫
・
子
に
も
、

国
土
と
日
本
人
の
滅
び
に
連
な
る
歴
史

的
大
事
件
で
あ
る
こ
と
を
知
ろ
う
。

十
五
、「
反
対
署
名
」
を

お
願
い
い
た
し
ま
す

９
月
22
日
、当
会
（
代
表
、瀬
川
裕
人
）

か
ら
、

① 

関
西
電
力
に
対
し
て
今
回
の
「
住
民

説
明
会
を
求
め
る
要
望
書
」

② 

北
海
道
環
境
影

響
評
価
審
議
委
員

会
へ
今
回
の
「
計

画
中
止
を
求
め
る

要
望
書
」

を
出
し
ま
し
た
。

（
今
回
は
、「（
仮
称
）
古

平
・
仁
木
・
余
市
ウ
ィ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
」

の
意
）

photo: 平尾  護氏
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詳
し
く
は
、『
今
日
ま
で
の
足
跡
』
16

～
19
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
最
後

に
、

③ 

西
村
経
産
大

臣
、
西
村
環
境
大

臣
、鈴
木
道
知
事
、

佐
藤
仁
木
町
長
に

対
し
て
の
今
回
の

事
業
に
対
す
る
反

対
署
名
を
始
め
ま

し
た
。

仁
木
町
の
12
月

に
お
け
る
定
例
議

会
に
、
案
件
を
提

出
す
る
た
め
で

す
。
第
一
次
締
め
切
り
は
、
20
日
ま
で

に
、「
仁
木
町
の
風
力
発
電
を
考
え
る

会
」（
瀬
川
裕
人　

☎
0
1
3
5
‐
3
3

‐
5
5
9
0
）、
ま
ほ
ろ
ば
自
然
農
園
、

ま
ほ
ろ
ば
本
支
店
に
届
く
よ
う
、
お
願

い
致
し
ま
す
。
そ
し
て

さ
ら
に
、
11
月
半
ば
頃

ま
で
、
反
対
署
名
運
動

を
継
続
し
ま
す
。

10
月
22
日
、
仁
木
町

民
セ
ン
タ
ー
に
て
「
第

4
回
〈
S
T
O
P
風
車
〉

学
習
会
i
n
仁
木
」
が

開
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
11
月
19
日
に
は
、
元
道

会
議
員
・
小
野
寺
ま
さ
る
氏
を
講

師
に
迎
え
て
、
北
海
道
に
お
け
る

「
風
車
問
題
」
の
あ
れ
こ
れ
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
広
範
囲
な
最

新
情
報
と
そ
の
根
幹
に
あ
る
侵
略

問
題
を
深
堀
し
て
頂
け
る
事
と
思

い
ま
す
。

殊
に
、
静
岡
県
以
上
の
面
積
に

も
な
る
と
い
う
北
海
道
の
土
地
が

次
々
と
買
収
さ
れ
、
亡
国
の
危
機

に
立
た
さ
れ
て
い
る
現
状
や
、
よ

う
や
く
動
き
出
し
た
「
土
地
利
用

規
制
法
案
」
に
つ
い
て
知
る
良
き

機
会
に
な
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
参

加
費
無
料
、定
員
限
定
3
0
0
名
、

挙
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

反
対
署
名
用
紙

反
対
署
名
用
紙

www.nedo.go.jp

www.sankei.com


